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nは 0以上の整数、f(x) = log xとします。
点 (−n, 0)から曲線C : y = f(x)に引いた接線の接点を P と置きます。
点 P から x軸に下した垂線の足をHとします。
曲線C,線分HP および x軸で囲まれる部分の面積 Sを求めてください。
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解説・解答

曲線C : y = log xは範囲 x > 0で単調増加、点 (1, 0)で x軸と交わります。

曲線Cの点 P
(
p, f(p)

)
での接線の方程式 y − f(p) = f ′(p)(x− p)が

点 (−n, 0)を通るので 0− log p =
1

p

(
− n− p

)
です。

よって n = p log p− pです。
n = p(log p− 1) ≧ 0なので p ≧ e > 1です。

S =

∫ p

1

log xdx =
[
x log x− x

]p
1
= p log p− p+ 1 = n+ 1
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